



















中でまず注目したいのが「昇る生き方から降りる生き方へ」である。例えば、統合失調症をかかえる松本寛さんは、人一倍がんばって他人と競い合うことをやめられず、その「昇る生き方」に苦し できたが、浦河赤十字病院に入院し、べてる 家に出会ったことをきっかけに、 「 「がんばり」から降りられた」という（一三五頁） 。こうした 「降りる生き方」 を支えているのが 「弱さの情報公開」 である。 「弱さを絆に」という理念を掲げるべてるの家には 人間 もつ弱さをそれ自体で意味あるものとして積極的 評価する「弱さ 文化」がある（一九八頁） 。それぞれの弱さ 明るみに出 ことによって他人に手伝ってもらえるようになり、つなが が得 れる であ 。
誰も無駄な人はいない。長い距離を走る人も、短い距離を走る人も、そこには優劣は 自分の走れる距離を覚え、それまわりに伝える力さえあれば、一歩だけでもバトンは確実につながっていく。 「弱さ」とは、いわば「希少金属」や「触媒」のように周囲を活性化する要素をもっているのではないか。人
　◇浦河べてるの家













要なのはＳＳＴという手法よりもむしろそれを支える「場の地力」であるという（一七七頁） 。居場所づくりの観点からみて興味深いのは、場の地力を高めるための重要なポイントとして「当事者と職員間 コミュニケーションの一元化の問題」が挙げら いることである（一七八頁） 。 「 元化」とは、 当事者と職員間のコミュニケーションと職員同士でのそれとを同じやり方で行なうことを指す。なぜ一元化が必要なのだろうか。
つらいことの多かった人間関係やいままでの暮らしに対する後悔や恐れの感情をそのまま受け入れ、当事者に対して成長的な新しい人間関係の土台を提供するのが専門職の役割だとするならば、そのような重くストレスフルな課題とつねに直面することを仕事とする私たち自身が、どのよう によって支えられているのかを知 ことがまず重要である。 （同頁）
　
このようにべてるの家では、当事者だけでなく職員も弱い存在と
してお互いに認め合い、対話の中で弱い自分をそのまま表現することを重視して る。もっとも、それは弱さとして表現された問題が解決されることを意味しない。まったく逆に、職員でさえも「べてるに来れば病気が出る」という。しかしこれは否定すべきこととして捉えられていない。弱さが病気として露呈することは、強さを偽装し 一人でがんばることで覆い隠されてしまう自分自身 の率直










ティングまで、べてるの家ではさまざまな種類のミーティングがひと月に一〇〇回近くも開かれている。ミーティングを重ね、 「話し合う力」を育てることは、べてる 家の活動を支えてきた「ただ一つのこと」とまで言われる（九二頁） 。












を受けて、向谷地は「ケアの現場は、聴きすぎてきた」のではないかと大胆に問題提起する（八七頁） 。より正確に言えば、向谷地が問題視しているのは聴くこと一般ではなく、技法として半 形骸化した「傾聴」であ 。傾 は基本的にスタッフと当事者間の一対一で行われ、当事者の感情に焦点を当てるも とされるが、これはつかの間の充足感や慰めを与えこそす 、当事者 困難な現実を変えることはないため、結局は不全感や孤立感を残してしまうと向谷地は考える。これに対してべてるの家に 「聴かない」という聴き方があるという の聴き方は「共に聴く」と 一緒に考える」という相互に関連する二つ 側面をもつ。　
まず「共に聴く」とは、ミーティングなどにおいてスタッフだけ
でなく他の当事者たちもが聴くということを指しており、当事者と援助者の出会いはこうした共同体へ 入り口 捉えられる。れは当事 とスタッフ間の「閉じた聴き方」に対し 「開かれたき方」とも呼ばれている（一〇八頁） 。　
次に「一緒に考える」とは、当事者の抱えている苦労に対する現
実的な対処について共に考えることを意味 ミーティングは苦労を感情として受容し慰める場ではなく、 新しい肯定的な現実を共有する場」 のである（一一〇頁） 。このこ を当事者 西坂自然さんは「向谷地さんに話すと〝
 自分の問題の対策本部〟ができ
な関係を可能にするのである。牧師としてべてるの家に赴任した濱田裕三さんは次のように述べる。





　   本書は浦河べてるの家設立以来、ソーシャルワーカーとして、ま
た実践の紹介者として重要な役割を果たしてきた向谷地生良の単著
43
たような気がしてとても心強くなります」と表現している（一一三頁） 。話し手と聴き手を固定しない「一緒に考える」と う関係は、「研究的な対話関係」とも言い換えられる（一一七頁） 。そこで重要なのは、やはりお互いの弱さへのまなざしである。
共に考えること、それは当事者と共に現実の困難に連帯しながら、同じ苦労の目線で〝同労者〟として歩もうとするあり方である。私は、 こ 「聴く」という関係のもつ可能性の一つに、 「共に弱くなること」があるような気がしている。別な言い方をするならば、聴くという行為は、当事者のかかえ さまざまな難な現実 、 「共に降りていく」プロセスとしてある。その降りていくことを具体的に実現するうえで大切な が、 「共に考える」関係ーー研究的 対話関係――である。 （同頁）
　
向谷地にとって「対話」とは、一人の人間としてそれぞれの弱さ
をもっていることを自覚しつつ、上からでも下からでもなく同じ目線で誰かの困難な現実への対処を考えることなのである。こうし意味での対話を必要とするのは、障害と名指される困難を抱える人たちだけ はないだろう。たとえ健常者とみなされていても、人誰しも弱く、何らかの困難を経験しうるのだし かえっ そのことに気づきにく なってしまっているかもしれないからである。お互いの弱さから出発する対話というべて の家 実践は、人々が集まる居場所を考えるとき、私たちに大切なヒント 与えてくれる。
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